
指標・目標 考え方 指標・目標 目標 対応する施策

①運動やスポーツが好きな児童生徒の割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
小５男子：93.5％（92.9％）
小５女子：86.9％（85.7％）
中２男子：89.9％（89.2％）
中２女子：74.2％（76.4％）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ１(1)～Ⅰ１(5)

②１週間の総運動時間が60分未満の児童生徒の割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
小５男子：9.8％（9.0％）
小５女子：17.5％（16.2％）
中２男子：10.2％（11.3％）
中２女子：26.7％（25.1％）

減少させる、全国平均
を下回る

Ⅰ１(1)～Ⅰ１(5)

③学校と連携した取組等をしている総合型クラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
32.3%（10.8%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ１(5)

④子育て支援・若者のスポーツ参加の取組をしている総合型クラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
26.9%（11.1%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ１(1)～(3)、Ⅰ１
(5)

2
スポーツに親しみのない人々のス
ポーツ参加を促します。

①総合型クラブの会員数

【現状値（Ｒ５年度）】
17,506人

増加させる Ⅰ２～Ⅰ４

②総合型クラブの１クラブあたりの所属スポーツ指導者数

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
11.3人（14.2人）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ２～Ⅰ４

③子育て支援・若者のスポーツ参加の取組をしている総合型クラブの割合（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
26.9%（11.1%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ２～Ⅰ４

④スポーツを通じた健康増進の取組をしている総合型クラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
36.6%（11.2％）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ２～Ⅰ４

⑤【新】にいがた健康経営推進企業で身体活動・運動・スポーツ分野に取り組む企業
の割合（「健康にいがた21」の指標）

【現状値（R4年）】88.6%

第４次計画のとおり Ⅰ２～Ⅰ４

⑥運動習慣者の割合（「健康にいがた21」の指標）

【現状値（R4年）】
＜20～64歳＞ 男性：22.2％、女性17.5％
＜65歳以上＞ 男性：33.6％、女性36.4％

第４次計画のとおり Ⅰ２～Ⅰ４

⑦【新】日常生活の中で意識して身体を動かす人の割合（「健康にいがた21」の指標）

【現状値（R5年暫定値）】
＜20～64歳＞ 男性：44.7％、女性41.8％
＜65歳以上＞ 男性：55.3％、女性49.8％

第４次計画のとおり Ⅰ２～Ⅰ４

⑧【新】働く世代・子育て世代（20～50世代）の県の健康・ウォーキングアプリの登
録者数

【現状値（R6.9時点）】
26,805人

増加させる Ⅰ２～Ⅰ４

施策の柱 主要施策
成果指標　（プラン本文に反映）

3
スポーツ愛好者がスポーツを楽しむ
機会を拡充します。

(1)【新】卒業後にも運動やスポーツをしたいと思う児童
生徒の割合

【目標】
　児童　90％
　生徒　90％

【現状】
　児童　87.1％(R5)
　生徒　80.2％(R5)

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
【現指標】児童生徒の体力テスト数値
【現目標】
目標値全国平均値以上を維持し、児童生徒の体力
が最も高いとされている昭和60(1985)年頃の水準
を超える。

【指標】
・多様な主体におけるスポーツ機会
創出に係る指標として、国（第３期
スポーツ基本計画）においても設定
・数値の長期的推移の把握や全国比
較が可能

【目標値】
・目標値は国と同等の水準で設定

Ⅰ
多様な主体におけるスポー

ツ機会の創出

1
こどものスポーツへの意欲向上や習
慣化等に取り組みます。

【指標】
・多様な主体におけるスポーツ機会
創出に係る指標として、国（第３期
スポーツ基本計画）においても設定
・数値の長期的推移の把握や全国比
較が可能

【目標値】
・目標値は国と同等の水準で設定

【現指標の課題や問題点】
・体力の向上そのものが目的ではな
く、児童生徒が運動やスポーツの楽
しさや喜びを実感し、自ら運動する
ことで、結果として体力の向上が図
られることが必要

(2)【見直し】本県20歳以上の週１日以上のスポーツ実
施率
　※目標見直し

●目標
　70％

●現状
　48.1%(R5)

※次期「新潟県総合計画（仮称）」の成果指標
（案）

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
【現指標】
本県成人の週１日以上のスポーツ実施率
【現目標】 65％

次期プラン素案たたき台の指標案一覧

サブ指標　（本文反映なし。随時見直し。）

4
スポーツを楽しみながら健康づくり
に取り組むことができる環境をつく
ります。

次期 資料３ー１

サブ指標は検討中
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指標・目標 考え方 指標・目標 目標 対応する施策

施策の柱 主要施策
成果指標　（プラン本文に反映） サブ指標　（本文反映なし。随時見直し。） サブ指標は検討中

①総合型クラブの会員数（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】
17,506人

増加させる Ⅰ５

②総合型クラブの１クラブあたりの所属スポーツ指導者数（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
11.3人（14.2人）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ５

③子育て支援・若者のスポーツ参加の取組をしている総合型クラブの割合（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
26.9%（11.1%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ５(1)

④総合型クラブの活動に現在障害者が参加しているクラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
48.4%(22.9%)

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅰ５(4)～Ⅰ５(6)

⑤パラスポーツ指導員数

【現状値（Ｒ５年度）】402 人
増加させる Ⅰ５(4)～Ⅰ５(6)

⑥障害者スポーツ教室の参加者数（「県障害者計画）の指標）

【現状値（Ｒ５年度）】4,321 人
増加させる Ⅰ５(4)～Ⅰ５(6)

⑦運動習慣者の割合（「健康にいがた21」の指標）

【現状値（R4年）】
＜20～64歳＞ 男性：22.2％、女性17.5％
＜65歳以上＞ 男性：33.6％、女性36.4％

第４次計画のとおり Ⅰ５

⑧【新】日常生活の中で意識して身体を動かす人の割合（「健康にいがた21」の指標）
（再掲）

【現状値（R5年暫定値）】
＜20～64歳＞ 男性：44.7％、女性41.8％
＜65歳以上＞ 男性：55.3％、女性49.8％

第４次計画のとおり Ⅰ５

【指標】
・共生社会の実現への寄与、障害者
が身近な地域でスポーツに親しむこ
とができる環境の提供に係る指標と
して、令和４年３月プラン改定によ
り追加設定

【目標値】
・指標追加から約２年しか経過して
おらず、目標達成に向け継続的な取
組が必要なことから、現プランの指
標及び目標を継続する。

(3)障害がある人とない人がともに参加しているスポー
ツ教室・イベント等がある市町村数

●目標
　30市町村

●現状
　23市町村（R5）

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
【現指標】障害がある人とない人がともに参加し
ているスポーツ教室・イベント等がある市町村数
【現目標】30市町村
※令和４年３月プラン改定により追加

5

年齢・性別・障害や体力・技術の有
無にかかわらず、スポーツに親しむ
ことができるインクルーシブなス
ポーツ環境をつくります。
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指標・目標 考え方 指標・目標 目標 対応する施策

施策の柱 主要施策
成果指標　（プラン本文に反映） サブ指標　（本文反映なし。随時見直し。） サブ指標は検討中

①オリンピック・パラリンピック・デフリンピックの出場選手に占める本県関係選手の
割合
●現状値
 ＜オリンピック＞
・夏季2024パリ2.4% (出場選手409人中10人)
・冬季2022北京8.9% (出場選手124人中11人)
 ＜パラリンピック＞
・夏季パリ0.5% (出場選手175人中１人)
・冬季北京3.4% (出場選手29人中１人)
 ＜デフリンピック ＞
・夏季ブラジル1.0%  (出場選手95人中１人)
・冬季トルコ2.5% (出場選手39人中１人)

増加させる Ⅱ１～Ⅱ４

②新潟県社会人スポーツ推進協議会の会員企業団体等の競技スポーツ実績を有する社
員の採用数

【現状値（R6）】
15名　※社会人スポーツ推進協議会総会時点

増加させる Ⅱ１(3)

③新潟県社会人スポーツ推進協議会の会員企業団体数

【現状値（R6）】
171団体 ※社会人スポーツ推進協議会総会時点

増加させる Ⅱ１(3)

2
【新】スポーツ医科学サポート体制
の充実を図ります。

④【新】スポーツ医科学事業の利用者数

【現状値（R5）】2,961人

増加させる
Ⅱ２

3
【新】競技人口の裾野の拡大とジュ
ニア選手の発掘・育成・強化に取り
組みます。

⑤【新】競技団体等が行うジュニア世代の体験会実施回数

【現状値（R5）】39回
増加させる Ⅱ３

4
【新】スポーツ・インテグリティの
確保に取り組みます。

⑥【新】スポーツ協会等が行うスポーツ・インテグリティ研修開催回数

【現状値（R5）】19回
増加させる Ⅱ４

1
大規模スポーツイベントの誘致・開
催や地域密着型プロスポーツの振興
により、地域活性化等を図ります。

①【新】成果指標のうち「スポーツ観戦」の入込客数

【現状値(R5)】 1,443千人
1,649千人(R14) Ⅲ１

②【新】市町村におけるスポーツを活かした交流拡大の取組状況

【現状値（R6）】22市町村
増加させる Ⅲ２

③【新】スポーツによる地域おこしやまちづくりに取り組む総合型地域スポーツクラ
ブの割合

【現状値（R5）】38.7%

増加させる Ⅲ２

Ⅲ
スポーツを資源とした地域
活性化・交流拡大

【指標】
・新潟県が毎年実施する「新潟県観
光入込客統計調査」により集計。
・スポーツによる交流人口の状況を
端的に示すものであり、統計として
の信頼性や継続性という観点から
も、最も適切と判断したもの。

【目標】
・政府の観光立国推進基本計画の日
本人の地方部延べ宿泊者数の目標値
（R7年に、R1年比で５％増）を準用
し目標値を設定

(1)オリンピック・パラリンピック・
デフリンピックの本県関係選手の出
場者数
【指標の考え方】
・多くのトップアスリートが目指す
最高峰の大会がオリンピック・パラ
リンピック・デフリンピックであ
り、本県選手の活躍は県民に夢と感
動を与え、県民のスポーツへの関心
を高めることができることから、成
果を測る大会とした。

【目標値】
・現プランのサブ指標では本大会出
場者数を「増加させる」としている
こととの整合をとったもの。

(2)国民スポーツ大会総合成績
【指標の考え方】
・順位よりも総合得点で数値化して
捉えることで、選択と集中で各種別
ごとの強化をすることが可能にな
る。

【目標値】
・競技団体が目標得点（予測得点）
として掲げる得点の合計が概ね1,000
点のため、目標値とした。

【参考】過去３大会達成率
Ｒ6 目標値に対する達成率 82.8%
Ｒ5 目標値に対する達成率 78.2%
Ｒ4 目標値に対する達成率 80.1%

2

地域自らが地域資源を活用して交流
拡大を図るスポーツツーリズム等の
取組や、まちづくりの取組を促進す
る。

Ⅱ
世界や全国で活躍するトッ
プアスリートの育成

1
アスリートの競技力向上と本県への
定着を図ります。

(1)【新】オリンピック・パラリンピック・デフリンピックの本
県関係選手の出場者数
●目標
   直近大会の出場者数以上の人数

●現状値
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ　(夏季)：2024ﾊﾟﾘ10名　(冬季)：2022北京11名
ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ(夏季)：2024ﾊﾟﾘ1名　(冬季)：2022北京1名
ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸ(夏季)：2022ﾌﾞﾗｼﾞﾙ1名　(冬季)：2024ﾄﾙｺ1名

(2)【見直し】国民スポーツ大会総合成績
　※目標見直し

●目標
　総合得点1,000点以上
（過去実績から 1,000 点で概ね10 位台）

●現状値
　Ｒ６ 総合得点828.0点

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
【現指標】国体総成績
【現目標】10位台定着

(1)【新】スポーツ目的の観光入込客数
目標16,938千人（R14）
現状12,663千人（R5）

※次期「新潟県総合計画（仮称）」の関連指標
（案）

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
【現指標】大規模スポーツイベント観戦者数
【現目標】
　平成26(2014)年度（基準年）と比較し増加させ
る。
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指標・目標 考え方 指標・目標 目標 対応する施策

施策の柱 主要施策
成果指標　（プラン本文に反映） サブ指標　（本文反映なし。随時見直し。） サブ指標は検討中

①地域課題解決のための方策等について市町村行政と連携して事業をしている総合型
クラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
58.1%（17.3%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅳ１～Ⅳ２

②学校と連携した取組等をしている総合型クラブの割合（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
32.3%（10.8%）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅳ１～Ⅳ２

③スポーツによる地域活性化、企業や大学と連携した取組等をしている総合型クラブ
の割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
18.8%(9.5%)

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅳ１～Ⅳ２

④他のスポーツ団体と連携した取組等をしている総合型クラブの割合

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
24.5%( 11.0%)

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅳ１～Ⅳ２

⑤総合型クラブの会員数(再掲)

【現状値（Ｒ５年度）】
17,506人

増加させる Ⅳ２

⑥総合型クラブの１クラブあたりの所属スポーツ指導者数（再掲）

【現状値（Ｒ５年度）】※（）内は全国
11.3人（14.2人）

増加させる、全国平均
を上回る

Ⅳ２

3
【新】スポーツ環境の基盤となる場
の充実を図ります。

⑦【新】県立社会体育施設の利用者数

【現状値（R5年度）】548,162人
増加させる Ⅳ３

4

【新】中学校部活動の地域移行を契
機とした、地域の実情に応じた地域
クラブの整備を促進し、新たなス
ポーツ環境の構築につなげます。

⑧【新】中学校部活動の地域移行を契機とした新たな地域クラブの設置数

【現状値（R6.7末時点）】323クラブ
増加させる Ⅳ４

5
【新】デジタル技術を活用して健
康・運動活動を促進する仕組みを構
築します。

⑨【新】県の健康・ウォーキングアプリを活用した歩数競争イベントの参加人数
 【現状値（R5年度）】延べ10,298人

増加させる Ⅳ５

　　　　　　　　―

----------------------------------
参考：現プラン
----------------------------------
成果指標なし

Ⅳ
地域のスポーツ実施体制の
整備・充実

1
地域の人や組織の連携・協働体制を
構築します。

スポーツ機会の創出（柱Ⅰ）、トッ
プアスリート育成（柱Ⅱ）、地域活
性化・交流拡大（柱Ⅲ）を支える地
域の体制づくりに関する施策であ
り、その効果は各柱の成果指標に反
映されるため、指標なしとする。
（現プランの柱Ⅰと同様）

2
地域スポーツの推進拠点、地域連携
の結節点となる総合型地域スポーツ
クラブを育成します。
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